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拝啓　平素は格別のご高配を賜り厚くお礼申しあげます。
　さて、当社第77期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますようご
通知申しあげます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面またはインターネット等によって議決権を行使することが
できますので、お手数ながら後記株主総会参考書類をご検討のうえ、平成29年６月28日（水曜日）
午後５時までに議決権を行使くださいますようお願い申しあげます。

敬　具

株 主 各 位

第77期 定時株主総会招集ご通知

（証券コード ７９７４）
平成29年6月7日

京都市南区上鳥羽鉾立町11番地１

代表取締役社長　君島 達己

1. 日　　　時 平成29年6月29日 （木曜日） 午前10時 （受付開始 午前９時） 
2. 場 　 　 所 京都市南区東九条南松田町２番地１　任天堂本社開発棟 ７階会議室
3. 目 的 事 項

記

報 告 事 項 1. 第77期 （平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）
　 事業報告の内容、連結計算書類の内容ならびに会計監査人および監査等委員会の

連結計算書類監査結果報告の件
2. 第77期 （平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）
　 計算書類の内容報告の件

決 議 事 項 第１号議案　剰余金の配当の件
第２号議案　取締役（監査等委員である取締役を除く。）5名選任の件

以　上
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1. 株主総会参考書類および添付書類に修正をすべき事情が生じた場合は、インターネットの当社ウェブサイト（https://www.nintendo.co. 
jp/ir/index.html）において、修正後の事項を掲載させていただきます。

2.  法令および定款第16条の規定に基づき、次に掲げる事項を当社ウェブサイト（https://www.nintendo.co.jp/ir/index.html）に掲載し
ておりますので、本添付書類には記載しておりません。

（1） 連結計算書類の連結株主資本等変動計算書　　　（2） 連結計算書類の連結注記表
（3） 計算書類の株主資本等変動計算書　　　　　　　（4） 計算書類の個別注記表

　  したがって、本添付書類は、監査等委員会および会計監査人がそれぞれ監査報告および会計監査報告を作成するに際して監査をした連結計
算書類および計算書類の一部であります。

3.  本株主総会の決議結果につきましては、書面による決議通知のご送付に代えて、株主総会終了後、当社ウェブサイト（https://www.
nintendo.co.jp/ir/index.html）に掲載させていただきますので、ご了承くださいますようお願い申しあげます。

4.  株主総会当日にご出席願えない株主の皆様のため、会場での質疑応答要旨を、後日当社ウェブサイト（https://www.nintendo.co.jp/ir/
index.html）にて掲載する予定ですので、ご参照ください。

議決権行使について

同封の議決権行使書用紙をご持参い
ただき、会場受付にご提出ください。

（午前9時より受付を開始いたします。）
また、当日は本招集ご通知をお持ちく
ださいますようお願い申しあげます。

当日ご出席による議決権行使

当社指定の議決権行使ウェブサイト
（http://www.web54.net）にアクセ
スしていただき、
平成29年６月28日（水曜日）
午後５時までに議案に対する賛否
をご入力ください。
※詳細は28頁をご確認ください。

同封の議決権行使書用紙に議案に
対する賛否をご表示いただき、
平成29年6月28日（水曜日）
午後５時までに到着するようご返
送ください。

インターネット等による議決権行使書面による議決権行使

（1） 株主でない代理人および同伴の方など、株主以外の方は株主総会にご出席いただけませんので、ご注意ください
ますようお願い申しあげます。

（2） 書面による議決権の行使とインターネット等による議決権の行使とにより重複して議決権を行使された場合は、
インターネット等による議決権の行使を有効なものといたします。

（3） インターネット等により複数回にわたって議決権の行使をされた場合は、最後に行われたものを有効なものとい
たします。
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剰余金の配当の件第１号議案

議案および参考事項

　当社は、会社の成長に必要な研究開発や設備投資等を内部留保資金でまかなうことを原則とし、将来の経営環境の変化
への対応や、厳しい競争に勝ち抜くため、財務面での健全性を維持しつつ、株主の皆様への直接的な利益還元については、
各期の利益水準を勘案した配当により実施することを基本方針としております。
　具体的には、「連結営業利益の33％を配当金総額の基準として発行済株式の総数（期末時点で保有する自己株式数を除
く）で除した金額」または「連結配当性向50％を基準とした金額」（いずれも10円未満を切り上げ）の高い方を1株当たり
の年間配当金とすることとしております。
　当期の期末配当に関する事項につきましては、この基本方針に基づき、次のとおりといたしたいと存じます。

株主総会参考書類

当社普通株式1株につき金430円　総額51,654,893,370円

1. 株主に対する配当財産の割当に関する事項およびその総額

平成29年6月30日

2. 剰余金の配当が効力を生じる日

3
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　取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、本議案において同じ。）君島達己、竹田玄洋、宮本茂、高橋伸也、古川俊太郎 
の5氏は、本総会の終結の時をもって任期満了となります。つきましては、取締役5名の選任をお願いするものであります。 
なお、本議案に関しましては、監査等委員会はすべての取締役候補者について適任であると判断しております。
　取締役候補者は、次のとおりであります。

取締役（監査等委員である取締役を除く。）5名選任の件第２号議案

生年月日
　昭和25年４月21日生
所有する当社株式の数
　1,000株

候補者番号

1 君
き み し ま

島 達
た つ み

己 略歴、地位、担当および重要な兼職の状況

平成14年 １ 月 Nintendo of America Inc.取締役（現在）
平成14年 ６ 月 当社取締役（現在）
平成18年 ５ 月 Nintendo of America Inc.取締役会長(CEO)
平成25年 ６ 月 常務取締役

経営統括本部長兼総務本部長
平成26年 ６ 月 人事本部担当
平成27年 9 月 取締役社長（現在）

代表取締役（現在）

海外子会社の経営や常務取締役としての実績に基づき、平成27年9月より
取締役社長に就任し、スマートデバイス向けビジネス等の新たなプロジェク
トに取り組むなど、経営の指揮を執っております。引き続き、取締役としての
職務を適切に遂行し、当社の企業価値向上に資すると判断して選任をお願
いするものであります。

候補者とした理由

再任
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株主総会参考書類

生年月日
　昭和27年11月16日生
所有する当社株式の数
　100株

昭和52年 ４ 月 当社入社
平成12年 ６ 月 取締役（現在）

情報開発本部長
平成14年 5 月 専務取締役

代表取締役（現在）
平成27年 9 月 クリエイティブフェロー（現在）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況

候補者とした理由
長年にわたり代表取締役を務めるとともに、ソフト開発の責任者そして指導
者として、開発部門を牽引してまいりました。引き続き、取締役としての職務
を適切に遂行し、当社の企業価値向上に資すると判断して選任をお願いす
るものであります。

候補者番号

2 宮
み や も と

本 　茂
しげる

再任

生年月日
　昭和38年11月9日生
所有する当社株式の数
　100株

平成 元 年 4 月 当社入社
平成24年 7 月 企画開発本部副本部長
平成25年 ６ 月 取締役（現在）

企画開発本部長
平成27年 9 月 企画制作本部長（現在）

ビジネス開発本部・開発総務本部管掌（現在）
平成28年 ６ 月 常務執行役員（現在）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況

候補者とした理由
取締役として経験・実績を重ねるとともに、ソフト開発の責任者として、開発
力の長期的な維持・成長に努めております。引き続き、取締役としての職務
を適切に遂行し、当社の企業価値向上に資すると判断して選任をお願いす
るものであります。

候補者番号

3 高
た か は し

橋 伸
し ん や

也
再任

5
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生年月日
　昭和44年8月7日生
所有する当社株式の数
　100株

平成 4 年 4 月 当社入社
平成25年 2 月 開発第二部長
平成26年 6 月 統合開発本部副本部長
平成27年 9 月 技術開発本部長（現在）
平成28年 6 月 執行役員（現在）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況

候補者とした理由
ハード開発における豊富な業務経験を有しており、開発部門の役職を歴任
し、開発力の長期的な維持・成長に努めております。取締役会の意思決定機
能および監督機能を強化し、当社の企業価値向上に資すると判断して、新た
に取締役として選任をお願いするものであります。

候補者番号

5 塩
し お た

田 　興
こ う

新任

生年月日
　昭和47年1月10日生
所有する当社株式の数
　100株

平成 6 年 4 月 当社入社
平成24年 5 月 株式会社ポケモン社外取締役（現在）
平成27年 7 月 経営企画室長（現在）
平成28年 6 月 取締役（現在）

常務執行役員（現在）
経営統括本部管掌（現在）

平成28年 9 月 グローバルマーケティング室担当（現在）

略歴、地位、担当および重要な兼職の状況

候補者とした理由
海外子会社勤務や経理部、経営企画室等の企画・管理部門における豊富な
業務経験と幅広い見識を有し、当社事業に精通しております。引き続き、取
締役としての職務を適切に遂行し、当社の企業価値向上に資すると判断して
選任をお願いするものであります。

候補者番号

4 古
ふ る か わ

川 俊
し ゅ ん た ろ う

太郎
再任

（注）各候補者と当社との間に特別の利害関係はありません。

以　上
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1. 企業集団の現況に関する事項

［添付書類］

（1） 事業の経過およびその成果
　当期の状況は、プレイスタイルを多様化させる新しい家
庭用据置型テレビゲーム機『Nintendo Switch』を全世界
で3月3日に発売し、好調な滑り出しを見せております。特
に同時に発売した『ゼルダの伝説　ブレス オブ ザ ワイル
ド』は世界中で人気を博し276万本（Wii U版を含め合計
384万本）の販売を記録したほか、『1-2-Switch』も話題を
集め、ハードウェアの販売台数は274万台、ソフトウェア
の販売本数は546万本となりました。
　ニンテンドー3DSでは、全世界で11月に発売した『ポ
ケットモンスター サン・ムーン』が話題を呼び、1,544万本
の大ヒットを記録したほか、『スーパーマリオメーカー for 
ニンテンドー3DS』が234万本、『星のカービィ　ロボボプ
ラネット』が136万本と順調に販売本数を伸ばしました。
また、スマートデバイス向けアプリ『Pokémon GO』が配
信されて以降、過去に発売したポケットモンスターシリー
ズのソフトウェアも売上を伸ばす一方、海外ではハード
ウェアを牽引する動きも見られ、全世界におけるハード
ウェアの販売台数は727万台（前期比7％増）、ソフトウェ
アの販売本数は5,508万本（前期比14％増）となりました。
　Wii Uでは、全世界で3月に発売した『ゼルダの伝説　ブ
レス オブ ザ ワイルド』が108万本の販売本数を記録し健
闘したものの、ソフトウェアの販売本数は1,480万本（前
期比46％減）となりました。また、ハードウェアも期初の
想定に沿った動きとなり、販売台数は76万台（前期比
77％減）となりました。
　スマートデバイスビジネスでは、マリオの新しいアクショ

ンゲームアプリ『スーパーマリオ ラン』のiOS版を12月か
ら、Android版を3月から配信し、世界中のお客様から大き
な反響をいただいております。また、スマートデバイス上で
手軽に本格的なシミュレーションRPGが楽しめるゲームア
プリ『ファイアーエムブレム ヒーローズ』を2月から配信し、
従来のファイアーエムブレムシリーズのファンの方だけで
なく、これまでゲーム専用機で同シリーズを遊んだことのな
い方も含め多くのお客様に楽しんでいただいております。
　その他、11月に国内外で発売した『ニンテンドークラシッ
クミニ  ファミリーコンピュータ（日本版名称）』は各地で好
評となりました。一方で、amiibo（アミーボ）は、新たに発売
したamiiboを使って楽しめる新作ソフトの展開により販
売状況に回復の兆しを見せたものの、フィギュア型が約
910万体、カード型が約930万枚の販売にとどまり、ダウン
ロード売上も、追加コンテンツによる売上が少なかったた
め、いずれも前期と比べて大きく減少いたしました。
　これらの状況により、売上高は4,890億円（前期比3.0％
減、う ち、海 外 売 上 高 3,590 億 円、海 外 売 上 高 比 率
73.4％）、営業利益は293億円（前期比10.7％減）となりま
した。また、株式会社ポケモンなどに係る持分法による投
資利益202億円を計上したことにより、経常利益は503億
円（前期比74.9％増）となりました。さらにメジャーリー
グ球団シアトルマリナーズの運営会社の持分の一部を売
却したことによる投資有価証券売却益645億円を特別利
益として計上したため、親会社株主に帰属する当期純利益
は1,025億円（前期比521.5％増）となりました。

事業報告（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

7
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（2） 資金調達および設備投資の状況
　当期におきましては、グループ各社とも増資等の外部
からの重要な資金調達は行っておりません。また、当社グ

ループ全体で151億58百万円の設備投資を実施いたし
ました。そのうち主なものは、研究開発設備であります。

（3） 対処すべき課題
　当社グループは、「世の中の人々を、商品やサービスを通
じて笑顔にしていく」という信念のもと、年齢・性別・過去
のゲーム経験を問わず、誰もが楽しめる商品を提案するこ
とで、「任天堂IP（知的財産）に触れる人口を拡大する」こと
に注力してまいります。
　この基本戦略をベースに、持続的成長を実現するための
戦略として、「ゲーム専用機ビジネスの拡大」と「スマート
デバイスビジネスの確立」を推進してまいります。「ゲーム
専用機ビジネス」では、これまで通りソフトウェア主導で
ハード・ソフト一体型のユニークなビジネスを経営の中核
とし、任天堂独自のプラットフォームビジネスに今後も積
極的に資源投入を行ってまいります。「スマートデバイス
ビジネス」では、事業領域の拡大を図るべく、収益の大きな
柱の1つとして育てていくことで、経営基盤の強化を図る
とともに、ゲーム専用機ビジネスとの相乗効果を狙い、当
社ビジネス全体の最大化を目指してまいります。
　また、ゲームビジネス以外においても、テーマパークで
キャラクターを使ったアトラクションの提供、映像コンテ
ンツやマーチャンダイジングを通じたキャラクターの露
出など、パートナー企業様との提携も含めて積極的に任天
堂IPを活用していきます。これらの取り組みにより、現在、
私たちのゲーム機で楽しんでいらっしゃる方はもちろん、
過去に私たちのゲーム機で楽しんでこられた方やこれま
で私たちのゲーム機で遊ばれたことがない方など、すべて

のお客様に多方面から任天堂IPをアピールすることによ
り、ビジネスのあらゆる可能性を追求し、当社の企業価値
を向上させていきたいと考えております。
　以上の経営戦略のもと、Nintendo Switchについては、
好調なスタートを切った『ゼルダの伝説　ブレス オブ ザ 
ワイルド』や『1-2-Switch』の話題を維持するとともに、4
月に『マリオカート8 デラックス』を全世界で発売したほ
か、6月には『ARMS』、7月には『Splatoon 2』の発売を予
定しております。これらのタイトルはNintendo Switch
のコンセプトである、いつでも、どこでも、だれとでも遊ぶ
ことができる特長と相まって、お客様同士の対戦を今まで
以上に盛り上げていけるものとなっております。さらに、
ソフトメーカー様から発売が予定されている有力なタイ
トルなど、バラエティに富んだ魅力あるタイトルを継続的
に投入することで、Nintendo Switchの好調な勢いを維
持し、今年の年末商戦に向けてプラットフォームの活性化
と販売拡大を目指してまいります。
　ニンテンドー3DSについては、ハードウェアの全世界
累計販売台数が6,600万台を超え、ソフトウェアの売上が
十分期待できるプラットフォームに成長しております。本
年の展開としては、『ファイアーエムブレム Echoes もう
ひとりの英雄王』を国内で4月、海外で5月に発売し、6月か
ら7月にかけて全世界で『Ever Oasis 精霊とタネビトの
蜃気楼』や『Hey! ピクミン』の発売を予定しているほか、星
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事業報告

(4) 財産および損益の状況の推移

区　分 第74期
平成26年３月期

第75期
平成27年３月期

第76期
平成28年３月期

第77期
平成29年３月期

（当連結会計年度）

売上高 571,726 549,780 504,459 489,095
営業利益又は営業損失（△) △46,425 24,770 32,881 29,362
経常利益 6,086 70,530 28,790 50,364
親会社株主に帰属する当期純利益又は
親会社株主に帰属する当期純損失（△） △23,222 41,843 16,505 102,574

１株当たり当期純利益又は当期純損失（△) △183円59銭 353円49銭 137円40銭 853円87銭
総資産 1,306,410 1,352,944 1,296,902 1,468,978
純資産 1,118,438 1,167,556 1,160,901 1,250,972
自己資本比率 85.6％ 86.3％ 89.5% 85.2%
１株当たり純資産額 9,447円00銭 9,862円52銭 9,662円73銭 10,412円59銭

（注）１株当たり当期純利益又は当期純損失は、期中平均発行済株式数（自己株式を控除した株式数）により算出しております。また、１株当たり純資産額は、
期末発行済株式数（自己株式を控除した株式数)により算出しております。

のカービィ25周年を記念したニンテンドー3DS向けのダ
ウンロードソフトや新しい対戦アクションタイトルの発
売を予定しております。また、ソフトメーカー様からも大
型タイトルの投入が発表されており、当期に引き続き、プ
ラットフォームの勢いを維持し、世界中の女性やお子様を
含む、より幅広い層のお客様に遊んでいただくことを目指
してまいります。
　スマートデバイスビジネスでは、当期に遊び方や収益モ
デルの異なる3つのゲームアプリを展開し、これまで当社
製品を遊んでいらっしゃらなかったお客様や当社製品を
お届けできなかった地域のお客様にも広く任天堂のIPや
任天堂が創り出すゲームの世界に触れていただくことが

できました。今後は、配信したアプリをより多くのお客様
に継続して楽しんでいただけるよう運営に注力するとと
もに、これまでの経験を活かし、新たなゲームアプリを投
入することにより、スマートデバイスビジネスの拡大に努
めてまいります。
　今後も時代に合わせて柔軟に自らを変化させ、「娯楽は
他と違うからこそ価値がある」という「独創」の精神を大切
にし、お客様に良い意味で驚いていただける商品やサービ
スを提供してまいります。
　これらの取り組みのもと、引き続き社業の発展に邁進す
る所存でございますので、株主の皆様におかれましては、今
後ともご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申しあげます。

(単位：百万円)

9

010_0677601102906.indd   9 2017/05/25   11:27:22



　当社グループは、主にゲーム専用機（ハードウェア・ソフトウェア）の開発、製造および販売を行っております。また、
スマートデバイス向けのゲームビジネスも展開しております。主な製品は次のとおりであります。
○ニンテンドー3DS、Wii U、Nintendo Switch、amiibo
○トランプ・かるた

　当　社：本社（京都)、東京支店、大阪支店、宇治工場（京都）
　子会社：Nintendo of America Inc.（アメリカ)、Nintendo of Europe GmbH（ドイツ)

　当社は、平成29年4月3日にジェスネット株式会社（以下「ジェスネット」）株式の取得を行いました。当該株式取得によ
り、当社はジェスネットの株式を60,401株（議決権所有割合：70.0％）所有することとなり、同社は当社の連結子会社と
なりました。
　また、当該株式取得と同日に、ジェスネットは株式会社アジオカよりビデオゲーム卸事業を譲り受けました。
　なお、同日付でジェスネットは任天堂販売株式会社に商号変更しております。

(5) 重要な子会社の状況

(8) 従業員の状況

(6) 主要な事業内容

(7) 主要な拠点

(9) その他企業集団の現況に関する重要な事項

会社名 資本金 当社の出資比率 主要な事業内容
Nintendo of America Inc. 110百万米ドル 100％ ゲーム専用機の販売
Nintendo of Europe GmbH 30百万ユーロ 100％ ゲーム専用機の販売

従業員数 前期末比増減
5,166名 102名増

10

招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

010_0677601102906.indd   10 2017/05/25   11:27:22



事業報告

2. 会社の株式に関する事項

（1） 発行可能株式総数

（2） 発行済株式の総数

（3） 株主数

（4） 大株主

400,000,000株

141,669,000株（自己株式 21,541,341株を含む｡)

　　  66,896名

（注）1. 当社の自己株式は、上表から除外しております。
　　2. 持株比率は当社の自己株式を控除して計算しております。

株　主　名 持株数（百株） 持株比率（％）

ジェーピー モルガン チェース バンク 380055 111,943 9.32

ステート ストリート バンク アンド トラスト カンパニー 66,502 5.54

㈱京都銀行 58,802 4.89

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 50,465 4.20

野村信託銀行㈱（退職給付信託三菱東京UFJ銀行口） 47,647 3.97

日本マスタートラスト信託銀行㈱（信託口） 38,710 3.22

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口5） 22,626 1.88

㈱ディー・エヌ・エー 17,594 1.46

日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口1） 16,818 1.40

ステート ストリート バンク ウェスト クライアント トリーティー 505234 16,592 1.38

11
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3. 会社役員に関する事項

地　位 氏　名 担　当 重要な兼職の状況
代表取締役社長 君 島 達 己

代 表 取 締 役 竹 田 玄 洋 技術フェロー

代 表 取 締 役 宮 本 　 茂 クリエイティブフェロー

取 締 役
常 務 執 行 役 員

高 橋 伸 也 企画制作本部長
ビジネス開発本部・
開発総務本部管掌

取 締 役
常 務 執 行 役 員

古　川　俊太郎 経営企画室長
経営統括本部管掌
グローバルマーケティング室担当

取 締 役
（常勤監査等委員）

野 口 直 樹

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

水 谷 直 樹 水谷法律特許事務所 所長

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

三田村　善　生 三田村善生税理士事務所 所長
株式会社間口 社外監査役

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ）

梅 山 克 啓 梅山公認会計士事務所 所長
梅山税理士法人 代表社員
株式会社クラウディア 社外取締役（監査等委員）
滋賀医科大学監事（非常勤）

(1) 取締役の氏名等

（注）1. 当社は、平成28年6月29日開催の第76期定時株主総会決議に基づき、同日付で監査役会設置会社から監査等委員会設置会社へ移行いたしました。
2.  取締役（監査等委員）水谷直樹氏、三田村善生氏および梅山克啓氏は、社外取締役であり、株式会社東京証券取引所の定めに基づく独立役員であります。
3.  取締役（監査等委員）三田村善生氏は、税理士として企業税務に精通しており、財務および会計に関する相当程度の知見を有しております。
4.  取締役（監査等委員）梅山克啓氏は、公認会計士および税理士として企業会計・税務に精通しており、財務および会計に関する相当程度の知見を有しており

ます。
5.  取締役（監査等委員）水谷直樹氏、三田村善生氏および梅山克啓氏が兼職している上記の法人等と当社との間には特別の関係はありません。
6.  取締役、執行役員および使用人等からの情報収集および内部監査室との十分な連携を通じて、監査等委員会による監査・監督機能の強化を図るため、

野口直樹氏を常勤の監査等委員として選定しております。
7.  平成28年6月29日開催の第76期定時株主総会において、新たに古川俊太郎氏が取締役に選任され、就任いたしました。また、同氏は、同日付で常務執行

役員に就任いたしました。
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事業報告

① 報酬等の額の決定に関する方針（監査等委員会設置会社移行後）
　取締役（監査等委員を除く）および取締役（監査等委員）の報酬については、株主総会の決議により、取締役（監査
等委員を除く）および取締役（監査等委員）ごとの報酬限度額を決定しております。
　取締役（監査等委員を除く）の報酬は、固定報酬である基本報酬と、業績向上に対するインセンティブを高める
ことを目的とした業績連動型の変動報酬によって構成しております。固定報酬は各取締役の役職・役割に応じて
取締役会が決定し、変動報酬は連結営業利益を指標とし、各取締役の役職に応じたポイントをもとに取締役会が
定めた算式により算出しております。
　取締役（監査等委員）の報酬は、業務執行を行う取締役から独立した立場にあることを考慮し、固定報酬のみで
構成しております。

② 取締役および監査役の報酬等の額
取締役（監査等委員を除く） 10名 274百万円
取締役（監査等委員） 4名 45百万円
監査役 4名 13百万円

（上記のうち社外役員 3名 27百万円）

　当社は、社外取締役 水谷直樹氏、三田村善生氏および梅山克啓氏との間で、当社定款および会社法第427条第1項の規定
に基づき、会社法第423条第1項に定める賠償責任を法令が定める額に限定する契約を締結しております。

(3) 取締役および監査役の報酬等

(2) 責任限定契約の内容の概要

8.   平成28年6月29日開催の第76期定時株主総会において、新たに野口直樹氏、水谷直樹氏、三田村善生氏および梅山克啓氏が取締役（監査等委員）に選任
され、就任いたしました。なお、同総会終結の時をもって、水谷直樹氏は取締役を、三田村善生氏および梅山克啓氏は監査役をそれぞれ任期満了により
退任いたしました。

9.   平成28年6月29日開催の第76期定時株主総会終結の時をもって、髙橋成行氏、大和聡氏、田中晋氏および進士仁一氏は取締役を、植田実氏は監査役を
それぞれ任期満了により退任いたしました。

10.  取締役 竹田玄洋氏および宮本茂氏の地位につきましては、平成28年6月29日付で「専務取締役（代表取締役）」より「代表取締役」に変更いたしました。
11.  取締役 高橋伸也氏は、平成28年6月29日付で常務執行役員に就任いたしました。
12.  取締役 古川俊太郎氏の担当につきましては、平成28年9月16日付で「経営企画室長、経営統括本部管掌」より「経営企画室長、経営統括本部管掌、グロー

バルマーケティング室担当」に変更いたしました。
13.  取締役（監査等委員）三田村善生氏は、平成28年4月1日付で株式会社間口の社外監査役に就任いたしました。
14.  取締役（監査等委員）梅山克啓氏は、滋賀医科大学監事（非常勤）でありましたが、平成29年3月31日付で退任いたしました。
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(4) 社外役員の主な活動状況

区　分 氏　名 主な活動状況

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 水 谷 直 樹

当期開催の取締役会12回のうち11回、監査等委員会10回
のうち9回に出席し、必要に応じ、主に弁護士・弁理士として
の専門的見地から発言を行っております。

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 三田村　善　生

当期開催の取締役会12回のうち11回、監査役会3回のすべ
て、監査等委員会10回のうち9回に出席し、必要に応じ、主に
税理士としての専門的見地から発言を行っております。

取 締 役
（ 監 査 等 委 員 ） 梅 山 克 啓

当期開催の取締役会12回、監査役会3回および監査等委員
会10回のすべてに出席し、必要に応じ、主に公認会計士・税
理士としての専門的見地から発言を行っております。

（注）1. 当社は、平成28年6月29日付で監査役会設置会社から監査等委員会設置会社へ移行いたしました。
 2.  監査等委員会設置会社移行前の取締役の報酬限度額は、平成19年6月28日開催の第67期定時株主総会において、年額500百万円以内の

固定報酬枠と当該事業年度の連結営業利益の0.2％以内の業績連動型の変動報酬枠に区分して決議いただいております。また、監査等委員
会設置会社移行後の取締役（監査等委員を除く）の報酬限度額は、平成28年6月29日開催の第76期定時株主総会において、年額500百万
円以内の固定報酬枠と当該事業年度の連結営業利益の0.2％以内の業績連動型の変動報酬枠に区分して決議いただいております。なお、当
該事業年度に係る業績連動給与は50百万円で、上記取締役（監査等委員を除く）の報酬等の額に含まれております。

 3. 取締役（監査等委員を除く）の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与（賞与含む）は含まれておりません。
 4.  取締役（監査等委員）の報酬限度額は、平成28年6月29日開催の第76期定時株主総会において、年額100百万円以内と決議いただいており

ます。
 5. 監査役の報酬限度額は、平成18年6月29日開催の第66期定時株主総会において、年額100百万円以内と決議いただいております。

（注） 当社は、平成28年6月29日付で監査役会設置会社から監査等委員会設置会社へ移行いたしました。上記は、当該移行前の監査役会および移行後の監査等委
員会の出席の状況を記載しております。
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事業報告

4. 会計監査人に関する事項

(1) 会計監査人の名称
　　　PwC京都監査法人

（注）京都監査法人は、平成28年12月1日付でPwC京都監査法人に名称変更しております。

(2) 会計監査人の報酬等の額
① 当社の当期に係る会計監査人の報酬等の額

　　　PwC京都監査法人　　 　84百万円
（注）当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の監査報酬を明確に区分しておらず、実質的

にも区分できないため、上記の金額にはこれらの合計額を記載しております。

② 当社および当社の子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額
　　　PwC京都監査法人　 　 120百万円

（注）当社の主な海外子会社につきましては、当社の会計監査人以外の監査法人（外国におけるこれらの資格に相当する資格を有する者を含む｡）の監
査を受けております。

(3) 監査等委員会が会計監査人の報酬等の額について同意した理由
　監査等委員会は、会計監査人から必要な資料の提出や報告を受けた上で、監査計画の内容および報酬見積額の算定根
拠、従前の監査内容および監査報酬額との比較等について確認し、検討した結果、会計監査人の当期の報酬等について適
切であると判断し、同意いたしました。

(4) 非監査業務の内容
　当社は、会計監査人に対して、公認会計士法第２条第１項の業務以外の業務（非監査業務）である、CSR（企業の社会的責
任）に関する助言業務等を委託し、対価を支払っております。

(5) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
　監査等委員会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号のいずれかに該当すると認められる場合、監査等委員全員の
同意に基づき会計監査人を解任いたします。
　また、監査等委員会は、会計監査人が職務を適切に遂行することが困難であると認められる場合、または監査の適正
性をより高めるために会計監査人の変更が妥当であると判断される場合には、株主総会に提出する会計監査人の解任
または不再任に関する議案の内容を決定いたします。
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5. 会社の体制および方針

(1) 業務の適正を確保するための体制
①当社の取締役および使用人の職務の執行が法令お

よび定款に適合することを確保するための体制
　　当社においては、委員の過半数が社外取締役で

構成される監査等委員会を設置することにより、
取締役会の監督機能を強化し、コーポレート・ガバ
ナンス体制の充実を図っています。また、取締役お
よび使用人の職務の執行が法令および定款に適合
することを確保するため、コンプライアンス・プロ
グラム（法務リスク管理方針）を定め、コンプライ
アンスに関する規範体系を明確にするとともに、
コンプライアンス委員会を設置して「コンプライ
アンス・マニュアル」の策定その他コンプライアン
スの推進施策を実施しています。このほか、不正行
為の早期の発見および是正を図るため、内部通報
制度（コンプライアンス・ホットライン）を設置し
ています。

　　また、監査等委員会による定期的な監査のほか、
社長直轄の内部監査室が内部監査を通じて、各部門
の内部統制の運営および財務報告プロセスが適切
かつ有効であるかを定期的に評価するとともに、改
善等の施策を提案・助言しています。

　　社会の秩序や安全に脅威を与える反社会的勢力に
は毅然とした態度で臨むこととし、社内に対応統括
部署を設け、会社全体として対応する体制としてい
ます。また、有事に備えて、平時より、警察や弁護士等
の外部専門機関との連携体制を構築しています。

②当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存およ
び管理に関する体制

　　当社においては、取締役の職務執行に係る情報
は、取締役会、経営会議その他重要な会議に関する
議事録および稟議書等の文書（電磁的記録を含む。）
として記録し、社内規程に基づきそれぞれ適切な年
限を定めて保存および管理する体制としています。

③当社の損失の危険の管理に関する規程その他の体制
　　当社においては、各部門がそれぞれ所管する業務

に付随するリスクを管理することを基本としてい
ます。また、内部監査室が各部門のリスク管理体制
をモニタリングし、改善等の施策の提案・助言を行
う体制としています。さらに、コンプライアンス委
員会のもと、各部門におけるコンプライアンスの徹
底を推進する体制としています。このほか、製品安
全委員会等を設け、製品の安全性を保証し、製品事
故発生の防止と、万一、発生した時には速やかな対
応を図ることとしています。

④当社の取締役の職務の執行が効率的に行われるこ
とを確保するための体制

　　当社においては、原則として毎月1回開催の取締
役会のほか、取締役（監査等委員である取締役を除
く。）で構成される経営会議を原則として毎月2回
開催し、迅速かつ効率的な意思決定を行う体制とし
ています。

　　また、経営の意思決定および監督機能と業務執行
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事業報告

機能を分離させるとともに業務執行権限の委譲を
推進し、業務執行における責任の所在を明確にする
ために執行役員制度を導入しています。業務執行に
ついては、社内規程において職務分掌および責任権
限を定めることで、業務の組織的かつ効率的な運営
を図っています。

⑤企業集団における業務の適正を確保するための体制
　　各子会社における業務の適正を確保することに

より、当社グループ全体での業務の適正の確保を推
進する体制としています。

　　子会社におけるリスクの管理と業務の効率的な
遂行等を図るため、当社においては、子会社を適用
対象とした社内規程を制定しています。当該規程に
基づき、当社主管部門が、それぞれ担当する各子会
社から必要に応じて情報等の提供を受けて経営状
況等の把握・管理を行うとともに、各子会社におけ
る重要な事項については当社の事前承認を要する
こととしています。

　　また、子会社に対しては、当社の会計監査人によ
る監査のほか、当社の監査等委員会による監査も必
要に応じて行っています。当社の内部監査室も適宜
子会社について内部監査を行い、内部統制に関する
指導または協力を行っています。主要な子会社には
内部監査部門を設置し、当社関係部門の協力のも
と、各社の規模や各地域の法制等の実情に従った内
部統制システムの構築を推進しています。

　　当社グループ全体のコンプライアンスの強化・推
進を図るため、当社は、各子会社に対して必要に応
じてコンプライアンスに関する指導または協力を

行うほか、主要な子会社には、当社に直接通報を行
うことのできる内部通報制度を設置しています。ま
た、当社と主要な海外子会社のトップマネジメント
等により構成するグローバル・コンプライアンス・
コンファレンスのもと、各社のコンプライアンス責
任者による定期的な会議を行っています。

⑥当社の監査等委員会の職務の執行が実効的に行わ
れることを確保するための体制

・当社の監査等委員会の職務を補助すべき使用人に
関する事項

　　当社においては、監査等委員会の職務を補助する
ために監査等委員会室を設置し、同室には専属の使
用人を配置しています。当該使用人は監査等委員会
の指示に基づき、監査等委員会の職務の補助に係る
業務を行います。

　　当該使用人の独立性と、監査等委員会の当該使用
人に対する指示の実効性を確保するため、当該使用
人の任命と異動は監査等委員会の同意に基づき行
います。

・当社の監査等委員会への報告に関する体制
　　当社の社長は、当社の監査等委員と定期的な会議を

行うほか、適時に法定事項を報告するようにしていま
す。また、当社の内部監査室は、内部監査の結果を当社
の監査等委員会に適時に報告し、さらに当社の取締役
等は、子会社の取締役等から報告を受けた事項、その
他当社および子会社に係る業務執行に関する事項を
必要に応じて当社の監査等委員会に報告しています。

　　また、当社の監査等委員会への報告者に対して、
不利益な取扱いを行うことはありません。
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・その他当社の監査等委員会の監査が実効的に行わ
れることを確保するための体制

　　当社の監査等委員会は、取締役会に出席するほ
か、必要と判断する重要な委員会や会議に参加する
ことを通じて監査が実効的に行われることを確保
するとともに、監査等委員がその職務の執行に関し
て費用の請求をした場合は、法令に則り、社内規程
に基づき処理しています。

⑦財務報告の適正性および信頼性を確保するための
体制

　　財務報告の適正性および信頼性を確保するため、
金融商品取引法等の法令に準拠し、財務報告に係る
内部統制の整備・運用を適切に実施しています。ま
た、継続的に運用評価・有効性の確認を行い、必要な
改善策を実施しています。

(2) 業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
①当社の取締役および使用人の職務の執行が法令お

よび定款に適合することを確保するための体制、な
らびに当社の損失の危険の管理に関する規程その
他の体制

　　取締役および各本部長を主たる構成員とする
コンプライアンス委員会が策定したコンプライ
アンスに関する活動計画に基づき、社内研修の実施や
各部門に設置されたコンプライアンス担当責任者
による担当部門のモニタリング等により、法令等の
遵守を確保しています。

　　損失の危険（リスク）の管理については、内部監
査室が各部門で実施しているリスクの管理状況を

モニタリングするとともに、残存するリスクを可能
な限り定量化することで、各部門におけるリスク管
理体制の改善等を図るための施策の提案や助言を
行っています。

②当社の取締役の職務の執行に係る情報の保存およ
び管理に関する体制、ならびに当社の取締役の職務
の執行が効率的に行われることを確保するための
体制

　　取締役会および経営会議における決議および報
告事項の取扱いの基準を定めた「取締役会規則」や

「経営会議規則」に基づき、取締役会および経営会議
を運営するほか、取締役会付議事項を事前に経営会
議において審議することで、効率的かつ適正な取締
役の職務執行を行っています。また、当社では経営
の意思決定および監督機能と業務執行機能を分離
させ、業務執行権限の委譲を促進することで、業務
執行における責任の所在を明確にするとともに、事
業環境の急激な変化にも適切かつ迅速に対応でき
る機動的な経営体制を構築するために執行役員制
度を導入しています。業務執行を担当する各取締役
および執行役員については委嘱範囲や担当部門を
指定し、その役割と責任を明確にしています。

　　取締役会議事録や稟議書等の取締役の職務執行
に関する情報は、関係法令および「文書管理規程」等
の社内規程に基づき、適切な保存および管理を行っ
ています。

③企業集団における業務の適正を確保するための体制
　　子会社に対しては、「関係会社管理規程」に基づ
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事業報告

き、当社の主管部門が経営状況等の把握および管理
を行うほか、当社の事前承認を要する事項について
は、定められた決裁基準により決裁を行うことで、
子会社の業務の適正を確保しています。

　　また、子会社に対しては、当社の会計監査人およ
び監査等委員が往査を含む監査を実施するほか、内
部監査室が適宜内部監査を実施し、必要に応じて、
内部統制やリスク管理について指導および助言を
行っています。

　　当社のコンプライアンス担当部門は、主要な海外
子会社のコンプライアンス責任者と定期的に会議
を開催し、コンプライアンスに関する各子会社の取
り組み状況の確認と各地の法規制や今後の課題等
についての意見交換を行っています。

④当社の監査等委員会の監査が実効的に行われるこ
とを確保するための体制

　　監査等委員は、取締役会に出席するとともに、コ
ンプライアンス委員会等の重要会議にも適宜出席
することで、取締役および使用人から必要な報告を
受けています。また、社外取締役を含めた監査等委
員と社長との間で四半期毎に会議を開催し情報交
換を行うほか、内部監査室と連携し、同室が実施す
る内部監査等に関する報告を聴取しています。
（注）�当社は、平成28年6月29日付で監査役会設置会社から監査等

委員会設置会社へ移行いたしました。上記「④当社の監査等委員
会の監査が実効的に行われることを確保するための体制」は、移
行後の運用状況の概要を記載しておりますが、移行前において
も、監査役について同様の体制により運用しておりました。

（3）株式会社の支配に関する基本方針
　当社の取締役会は、当社が公開会社としてその株式の
自由な売買が認められている以上、当社株式の大量取得
を目的とする買付けや買収提案が行われた場合にそれに
応じるか否かは、最終的には株主の皆様の判断に委ねら
れるべきものと考えております。しかしながら、株式の買
付けや買収提案の中には、その目的等から見て対象企業
の企業価値・株主共同の利益を損なうおそれのあるもの
の存在も否定できないところであり、そのような買付け
や買収提案は不適切なものであると考えております。
　現在のところ、当社においては、株式の買付けや買収提
案が行われた場合の具体的な取り組みはあらかじめ定め
てはおりませんが、このような場合に備えた体制につい
ては既に整備しております。また、株主の皆様に対して善
管注意義務を負う経営者の当然の責務として、株式の買
付けや買収提案に際しては、慎重に当社の企業価値・株主
共同の利益への影響を判断し、適切と考えられる措置を
講じます。
　具体的には、社外の専門家も起用して株式の買付けや
買収提案の評価および買付者や買収提案者との交渉を行
うほか、当社の企業価値・株主共同の利益を損なうと判断
される株式の買付けや買収提案に対しては、具体的な対
抗措置の要否および内容を決定し、実行する体制を整え
ます。
　なお、いわゆる「買収防衛策」の導入につきましては、買
収行為に係る法制度や判例、関係当局の見解等を踏まえ、
今後も検討を継続してまいります。

　本事業報告中に記載の金額、株数につきましては表示単位未満を切り捨て、比率その他につきましては表示単位未満を四捨五入して
おります。
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連結貸借対照表 （平成29年３月31日現在） （単位：百万円）

（注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

科　目 金　額

  資 産 の 部
流動資産 1,140,742
現金及び預金 662,763
受取手形及び売掛金 106,054
有価証券 283,307
たな卸資産 39,129
繰延税金資産 332
その他 49,535
貸倒引当金 △379

固定資産 328,235
有形固定資産 86,558
建物及び構築物 38,707
機械装置及び運搬具 1,400
工具、器具及び備品 4,313
土地 42,133
建設仮勘定 3

無形固定資産 12,825
ソフトウェア 9,942
その他 2,882

投資その他の資産 228,851
投資有価証券 157,963
繰延税金資産 49,453
退職給付に係る資産 7,680
その他 13,753
貸倒引当金 △0

資産合計 1,468,978

科　目 金　額

  負 債 の 部

流動負債 184,109
支払手形及び買掛金 104,181

未払法人税等 11,267

賞与引当金 2,341

その他 66,319

固定負債 33,895

退職給付に係る負債 19,245

その他 14,650

負債合計 218,005

  純 資 産 の 部

株主資本 1,262,239
資本金 10,065

資本剰余金 13,256

利益剰余金 1,489,518

自己株式 △250,601

その他の包括利益累計額 △11,399

その他有価証券評価差額金 18,913

為替換算調整勘定 △30,312

非支配株主持分 132

純資産合計 1,250,972

負債純資産合計 1,468,978

連結計算書類（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）
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連結損益計算書 （平成28年４月１日から平成29年３月31日まで） （単位：百万円）

科　目 金　額

売上高 489,095
売上原価 290,197

売上総利益 198,898
販売費及び一般管理費 169,535

営業利益  29,362
営業外収益
受取利息 6,237
持分法による投資利益 20,271
その他 2,083 28,593
営業外費用
売上割引 3
有価証券償還損 2,199
為替差損 5,256
その他 131 7,591

経常利益  50,364
特別利益
固定資産売却益 185
投資有価証券売却益 64,589 64,775
特別損失
固定資産処分損 328
事業再編損 80 409

税金等調整前当期純利益  114,730
法人税、住民税及び事業税 �25,331
法人税等調整額 △13,183 �12,147

当期純利益 102,582
非支配株主に帰属する当期純利益 8

親会社株主に帰属する当期純利益  102,574
（注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

連結計算書類
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貸借対照表 （平成29年３月31日現在） （単位：百万円）

科　目 金　額

  資 産 の 部
流動資産 836,347
現金及び預金 �481,294
受取手形及び売掛金 �119,819
有価証券 �173,667
たな卸資産 �6,815
繰延税金資産 �9,686
その他 �45,066
貸倒引当金 △1

固定資産 215,463
有形固定資産  64,160
建物 �24,054
工具、器具及び備品 �2,317
土地 �36,578
その他 �1,210

無形固定資産 3,677
ソフトウェア �794
その他 �2,882

投資その他の資産  147,626
投資有価証券 �60,755
関係会社株式 �26,753
関係会社出資金 �10,419
繰延税金資産 �39,338
その他 �10,360
貸倒引当金 �△0�

資産合計 1,051,811

科　目 金　額

  負 債 の 部
流動負債 170,948
支払手形及び買掛金 �97,550
未払金 �16,850
未払法人税等 �43
前受金 �5,765
賞与引当金 �2,249
その他 �48,488

固定負債 8,542
退職給付引当金 �5,758
その他 �2,783

負債合計 179,490

  純 資 産 の 部
株主資本 853,479

資本金  10,065
資本剰余金  13,256
資本準備金 �11,584
その他資本剰余金 �1,672

利益剰余金  1,080,758
利益準備金 �2,516
その他利益剰余金 �1,078,242
固定資産圧縮積立金 �28
別途積立金 860,000
繰越利益剰余金 �218,213

自己株式  △250,601
評価・換算差額等  18,841
その他有価証券評価差額金 �18,841
純資産合計 872,320
負債純資産合計 1,051,811

計算書類（平成28年４月１日から平成29年３月31日まで）

（注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。
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損益計算書 （平成28年４月１日から平成29年３月31日まで） （単位：百万円）

科　目 金　額

売上高 �363,383
売上原価 �271,059

売上総利益  92,324
販売費及び一般管理費 �97,628

営業損失（△）  △5,304
営業外収益
受取利息 �3,600
有価証券利息 �628
受取配当金 �777
その他 �1,366 �6,372
営業外費用
売上割引 �5
有価証券償還損 �2,199
為替差損 �6,235
その他 �258 �8,699

経常損失（△）  △ 7,631
特別利益
固定資産売却益 �175
投資有価証券売却益 �26 �201
特別損失
固定資産処分損 �305 �305

税引前当期純損失（△）  △7,735
法人税、住民税及び事業税 �20
法人税等調整額 �△6,321 �△6,301

当期純損失（△）  △1,434
（注）記載金額は百万円未満の端数を切り捨てて表示しております。

計算書類
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平成29年５月12日
独立監査人の監査報告書

任天堂株式会社
� 取締役会�御中

　当監査法人は、会社法第444条第4項の規定に基づき、任天堂株式会社の平成28年4月1日から平成29年3月31日までの連
結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表につい
て監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作成し適正に表示
することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し適正に表示するために経営者が必
要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見を表明することに
ある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査
法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき
監査を実施することを求めている。
　監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査手続は、当監査
法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査
の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に
応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、
経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類
の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して、任天堂株
式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において
適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

� 以　上

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書　謄本

印

印

公認会計士 松 永 　 幸 廣
公認会計士 田 村 　 　 透

PwC京都監査法人
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

監査報告書
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平成29年５月12日
独立監査人の監査報告書

任天堂株式会社
� 取締役会�御中

　当監査法人は、会社法第436条第2項第1号の規定に基づき、任天堂株式会社の平成28年4月1日から平成29年3月31日ま
での第77期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属
明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びその附属明細書を
作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類及びその附属明細書を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細書に対する意見を
表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の
基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監
査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監査
手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重要な虚偽表示のリスクの評価に基づ
いて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、当監査法人は、リス
ク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に
関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見
積りの評価も含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

会計監査人の監査報告書　謄本

印

印

公認会計士 松 永 　 幸 廣
公認会計士 田 村 　 　 透

PwC京都監査法人
指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

指 定 社 員
業 務 執 行 社 員

監査報告書
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監 査 報 告 書

監査等委員会の監査報告書　謄本

　当監査等委員会は、平成28年4月1日から平成29年3月31日までの第77期事業年度における取締役の職務の執
行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

1．監査の方法及びその内容
　監査等委員会は、会社法第399条の13第1項第1号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内容並び
に当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等からその構築及び運
用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとともに、下記の方法で監査を
実施しました。

① 監査等委員会が定めた監査等委員会監査等基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部統
制部門と連携の上、重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受
け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状
況を調査しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、
必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

② 事業報告に記載されている会社法施行規則第118条第3号の基本方針等については、取締役会その他におけ
る審議の状況等を踏まえ、その内容について検討を加えました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監
査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職
務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に
関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要
に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株
主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算
書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
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以�上

監査報告書

2．監査の結果
（1） 事業報告等の監査結果
　① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。

　② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。

　③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに
関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

　④ 事業報告に記載されている会社の財務及び株式会社の支配に関する基本方針については、指摘すべき事項
は認められません。

（2） 計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人PwC京都監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

（3） 連結計算書類の監査結果
　会計監査人PwC京都監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成29年5月19日
任天堂株式会社　監査等委員会

常勤監査等委員　野口　直樹 ㊞
監 査 等 委 員　水谷　直樹 ㊞
監 査 等 委 員　三田村善生 ㊞
監 査 等 委 員　梅山　克啓 ㊞

（注）1．監査等委員 水谷直樹、三田村善生及び梅山克啓は、会社法第2条第15号及び第331条第6項に規定する
社外取締役であります。

2．当社は、平成28年6月29日開催の第76期定時株主総会の決議により、監査役会設置会社から監査等委員
会設置会社に移行しました。平成28年4月1日から平成28年6月28日までの状況につきましては、旧監査役
会から引き継いだ内容に基づいております。
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三井住友信託銀行
証券代行ウェブサポート

専用ダイヤル
フリーダイヤル
0120（652）031 

受付時間 午前９時～午後９時

インターネットによる
議決権行使に関する

お問い合わせ

議決権行使のお取り扱いについて

［ 機関投資家の皆様へ ］
機関投資家の皆様に関しましては、本総会につき、株式会社ICJの運営する「議決権電子行使プラットフォーム」から電磁
的方法による議決権行使を行っていただくことも可能です。

　インターネットにより議決権を行使される場合は、次の事項をご確
認のうえ、行使していただきますようお願い申しあげます。
　インターネットによる議決権の行使につきましては、当社指定の議
決権行使ウェブサイトをご利用いただくことによってのみ可能です。
なお、携帯電話専用サイトは開設しておりませんので、ご了承ください。

インターネットにより議決権を行使される場合は、議決権行使書用紙右片に記載の
「議決権行使コード｣および「パスワード」が必要となります。
書面による議決権の行使とインターネットによる議決権の行使とにより重複して議決
権を行使された場合は、インターネットによる議決権の行使を有効なものといたします。
インターネットにより複数回にわたって議決権の行使をされた場合は、最後に行われた
ものを有効なものといたします。
議決権行使ウェブサイトへのアクセスに際して発生する費用は、株主様のご負担と
なりますのでご了承ください。

1
2
3
4

インターネットによる議決権行使期限

平成29年6月28日（水曜日）
午後5時まで

インターネットによる議決権行使のご案内

議決権行使サイト http://www.web54.net

議決権行使ウェブサイトへ
アクセス

「次へすすむ」をクリック

ログインする
お手元の議決権行使書用紙に記
載された「議決権行使コード」を
入力し、「ログイン」をクリック

パスワードの入力
お手元の議決権行使書用紙に記
載された「パスワード」を入力
し、「次へ」をクリック

アクセス手順 以下はパソコンの画面を表示しております。 以
降
は
画
面
の
入
力
案
内
に
従
っ
て

賛
否
を
ご
入
力
く
だ
さ
い
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株主総会会場ご案内図

■京都市営地下鉄烏丸線
　「十条駅」出口３・４番より徒歩約８分

■近鉄京都線
　「十条駅」出口より徒歩約８分
※駐車スペースに限りがございますので、
　お車でのご来場はご遠慮ください。

任天堂本社開発棟
7階会議室
〒601-8502 京都市南区東九条南松田町2番地1

開催場所は任天堂株式会社「本社開発
棟」ですので、お間違いのないようにご
注意ください。

交通のご案内

■受付は午前９時より開始いたします。

https://www.nintendo.co.jp/
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